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秋田の秘密 －その3－
１ はじめに
「秋田の秘密」の一つは，話型を身に付けて考えを表現していることです。よく読むと，
「あれっ？ ハンドサインは本校もやっているじゃないか。」と気が付きます。

２ 話型
「学年が進むにつれ，授業中の

発言が消極的になる。」というの
は，経験してきていることです。
伝え合う活動がうまくいかなく

なるのも高学年が多いです。
本校でもハンドサインを活用し

ており，秋田の同じようなことを
やっています。ちがうところは，
「賛成です。」と表示した後に，
続かないことです。
秋田は，つなぎの話型を用意し

ているのです。「賛成ならば，そ
の理由を述べる。」「よい点を述べ
る」など意見の言い方を示してい
るのです。意見がなくても，「わ
たしも～だと思います。」と言え
るのは，素晴らしいことではない
でしょうか。これらは，本校の研
究に取り入れられるのではないか
と考えます。

３ 話型は考えを表現する手段
講師の先生がおっしゃっていま

したが，やはり話型は考えを表現
する手段です。自分の言葉で語れ
るようになってほしいとは，常日
頃から言っておく必要がありま
す。
児童が型にはまりすぎないよう

に歯止めをかけておかなくてはな
りません。


